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ヒトは体性感覚に加えて、視覚情報にも頼って運動制御を行っています。どのような情報を利用して
視覚運動制御を行うのか、日常動作の一人称映像から得られる視覚的な動き情報や頭の動きの統
計的性質からその秘密に迫ります。

低空間周波数情報のみを取り出した映像（低空間周波数映像）は輪郭がボケた映像となり、何が映っ
ているかよく分かりません。しかし、ボケた映像の方が元映像よりも算出される自己運動の推定精度
が高く、また、ヒトの無意識な視覚―運動制御情報処理と類似しているという結果が得られました。

様々な実験やモデルシミュレーションを通して、ヒトが無意識に行っている視覚運動制御の仕組みを
解明します。また、ヒトの仕組みを理解することで、実環境における視覚情報を使って巧みな動作がで
きるロボットの実現や映像加工技術への応用に役立つことが期待されます。

身体が“見る”実世界の動きとは？

Distinct visuomotor control revealed by natural statistics

～自然統計で紐解く視覚運動制御の秘密～

行動実験：視覚運動で誘発される運動応答[2]

MT細胞モデル[1]を用いた自己運動推定
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・ 動作によっては速い動きが多く含まれる

・ ボケた映像を用いた方が自己運動推定精度が高い
（散布図中列）

・ 速い動きを抽出するには低空間周波数情報が重要
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動きの特徴とモデルの自己運動推定精度

・ ヒトも低空間周波数刺激に対して強い運動応答を示す
（視覚刺激に対する無意識な運動応答に関して）
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・ ヒトの視覚特性を再現する数理モデルを計算に利用
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速い自己運動情報を抽出するために
体はボケた映像を見ている
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